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気付いたら連載第 3 回から 1 年が経っている。もはや「連載」とは言えないとお叱りの
声も聞こえる。お詫び申し上げたい。気を取り直して「中国の空は青くなるか？」考えてい
きたい。第 4 回目となる今回は「天然ガス需給」の話をすることになっているが、その前に
前回までのおさらいと、この 1 年間の状況に触れておく。 
連載第 1 回目「中国の空を汚しているもの」では、大気汚染の実態と政府による対策、
エネルギー消費と CO2 排出の現状を概観し、既に改善傾向にあることを示した。2018 年
の数値でも大気汚染改善傾向は続いている。2018 年、北京市では「重度汚染」とされる
AQI1300 以上の年間日数が 15 日まで減少、また京津冀地区（北京市、天津市および河北
省の 28 市）の年間平均 PM2.5 濃度も前年の 64μg/m3 から 60μg まで減少した（連載第
1 回表 2 参照）。 
CO2 排出量も順調に減少しているかと言えば、実はそうではない。2013 年をピークに僅
かながら減少傾向にあった CO2 排出量は、2017 年に再び上向き 2018 年には 9400 百万ト
ンを超え過去最高値を記録した（連載第 1 回図 3 参照）。2018 年の世界の総 CO2 排出量は
前年比 1.7％増、中国はそれを上回る 2.5％の増加であった。2015 年 11 月にパリで開かれ
た気候変動枠組条約第 21 回締結国会議（COP21）において習近平国家主席は「中国は 2030
年までに CO2排出をピークアウトさせる」との自主目標を宣言した 2。これに関して連載第
1 回では 2016 年までの数値を示し、「今後再び上向くことがなければ 2014 年でピークアウ
トしたことになる」と述べたが、残念ながらそれは覆された。中国は引き続きこの自主目標
に向き合うこととなった。 
第 4 回 天然ガスは中国に根付くか？ 
森永 正裕  Masahiro Morinaga 











ネルギー消費総量は、2014 年から 2016 年にかけて停滞したが 2017 年に再び加速（連載第
2 回図 3 参照）、2018 年にはさらに加速し伸び率は 5.0％と前年の 2.9％を大きく上回った。
大気汚染対策において重要なのがエネルギー消費構造の改革、すなわち石炭から天然ガス
や非化石エネルギーへのシフトである。総量は増加を続けるエネルギー消費だが、その内訳
を見ると、2018 年の速報値では石炭が初めて 60％を下回り、天然ガスは 7.8％、非化石エ
ネルギーは 14.2％と前年度比で上昇、政府目標に向けて順調な推移を見せている（2017 年









天然ガス比率は 2018 年に 7.8％まで上昇しているが、過去数年間の増加率から計算すると
「2020 年に 10％」という目標達成は難しいと言わざるを得ない（連載第 2 回参照）。 
それでも中国における天然ガス消費量は増加を続けている（図 1）。2017 年は 2007 年比
で 3 倍を超えた。国別で見ても、世界の天然ガス消費に占める中国のシェアは 7.4％で、米
国（21.2％）、ロシア（11.8％）に次いで第 3 位である（2018 年）3。2006 年にシェア 1.9％






















9 月上旬に 10 ドル/MMBtu5以下だった液化天然ガス（LNG）の国内卸価格は 12 月に 20
ドルを超え、操業停止に追い込まれる工場も続出した。日本の LNG 輸入価格も 8 月に 6 ド
ル/ MMBtu 程度だったものが 12 月には 10 ドルを超えるなど、中国の旺盛な需要増は国外
市場にも影響を及ぼした。連載第 3 回で、政策による強制的な石炭生産量抑制が価格高騰











（LNG）輸入との 2 種類に分かれる。2016 年頃までは PL 輸入が過半を占めていたが、2017
年の半ば以降、LNG 輸入がその比率を高めている（図 3）。国別では、トルクメニスタン
（PL）、豪州（LNG）の 2 カ国が主要調達先だが、ASEAN 各国やカタールからの輸入も比
率を高めている。また 2017 年以降、米国産 LNG 輸入やロシア極東産ガス輸入（PL）など
が開始されており、調達先の多様化と輸入量のさらなる増加が見込まれる。 
PL 経由の天然ガス輸入にはインフラ投資が必要だ。そのため急激な需要増への対応はス
ポット契約による LNG 輸入に頼らざるを得ない。しかし LNG は PL に比して輸入価格が























のであった。当時の国際天然ガス価格は 9 ドル/MMBtu 程度（日本の LNG 輸入価格）。一
方、経済産業省が発表する『エネルギー白書 2015』の第 1 章「「シェール革命」と世界のエ
ネルギー事情の変化」が BP データの引用として記載しているところによれば、米国産シェ







2018 年中国の天然ガス生産量 1573 億㎥のうちシェールガスは 110 億㎥で、比率こそ
10％以下にとどまるが、2012 年の生産開始（同年の生産量は 0.3 億㎥）から生産量は一貫
して飛躍的な増加を遂げている。政府目標では 2020 年に 300 億㎥まで増やすとされる。 
シェールガスは、地下千数百メートルでドリルを水平方向へ移動させる技術（水平坑
井）や、地下の高圧環境下で亀裂を安定させてガス抽出を可能とする水圧破砕技術など





































































 写真 1 Peter Aengst, Shows the potential surface impact of vertically drilled wells 
(Wyoming)(CC-BY-SA-4.0[https://creativecommons.org/licenses/by-sa/4.0/ 
deed.en]).  










1 「AQI」＝Air Quality Index：中国生態環境部（旧環境保護部）が発表する空気質量指数。 
2 「习近平在气候变化巴黎大会开幕式上的讲话（全文）」新華社、2015 年 12 月 1 日。  
3 BP Statistical Review of World Energy 2019 より。 
4 「煤改気」とは「煤＝石炭」を「気＝天然ガス」に転換（＝「改」）するの意。 
5 「MMBtu」＝百万英国熱量単位（1 million British thermal unit）。1MMBtu＝約 0.021




































図 2 中国における天然ガス需給と対外依存度の推移 
 
（出所）『中国能源統計年鑑 2018』（2017 年まで）および『2018 年国内外油気行業発展報告』（2018
年）より筆者作成。（注）2018 年の輸出量はデータ無し。 
 










表 1 天然ガス国内生産量の対前年度比伸び率 
 
2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 


















写真 2 重慶市フーリン区に位置するシェールガス田の第 51 号サイト（2014 年 12 月） 
 
